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層に覆われて2面以上存在していた。この堆積は南側へ行くに従い厚くなっており、先の9901調査地

点のところで説明したように、現在の水路はこの旧谷の痕跡と思われる。Ⅲ面で検出した遺構は、近

世遺構の座位で埋葬された土塘墓（人骨を伴う)1基、短刀と砥石を副葬した中世期と思われる土壌

墓（人骨を伴う)1基、古代の溝3条、竪穴住居雌2基、掘立柱建物吐1基、古墳時代前期の竪穴住

居力|こ’蕪である。縄文時代後期後半の土器が若干出土している（2002『年報8』所収)。

附属病院基幹・環境整備（共同溝設置）（0104調査地点）（表1：42）

2001年に大学病院敷地の北西部を中心にした地点で実施された発掘調査である。発掘調査面積は約

1000㎡である。検出された主な遺構は、弥生時代前期の環濠と思われる満1条、古墳時代前期の竪穴

住居ｶﾋ5基、同期の区画溝と思われる幅3m、深さ1.5m以上の溝3条、古代の竪穴住居ht14基、掘

立柱建物ｶﾋ1基、地鎮遺構1基、井戸ｶﾋ1基である。本地点の調査成果は、いずれの時代に関しても

重要な知見をもたらした。弥生時代前期の溝はこの一帯に同期の環濠集落が存在した可能‘性を示して

いる。残念ながら北側は白川、南側は病院内建物群によってすでにその大部分が破壊されているが、

わずかながらの証拠であっても、熊本平野における弥生時代の集落変遷を語る上できわめて重要な資

料と考えられる。また、古墳時代の前期の集落群も詳細な機能は不明であるが、0006地点でも検出さ

れた、多量の土師器を投棄した区画溝、そして竪穴住居吐群は、これも前期古墳の存在しない白川下

流域の古墳時代の集落変遷を語る上で貴重な資料である。古代の井戸杜の存在も、単なる農民集落と

いう性格ではない、氏族居館や官簡関連施設などを想像させる遺構であり、今後重要な資料となろう

(2002『年報8」所収)o

医療用ガス供給設備室取設工事（0109調査地点）（表1：48）

2001年に大学病院敷地の最北西端の0006調査地点の東側で実施された発掘調査である。発掘調査面

穣は約200㎡である。縄文時代、古墳時代、古代時代の住居杜、溝、掘立柱建物辻などの遺構や縄文

土器、土師器、須恵器、鉄雛などが出土したとあるが、詳細は不明である（2002「年報8』表2参照)。

基幹・環境整備工事に伴う発掘調査（0304調査地点）（表1：58）

2003年に大学病院敷地の北部中央西よりの地点で実施された発掘調査である。発掘調査面積は約

330㎡である。0104調査地点の東部が本調査地区の西側と南北に重なっており、0104調査地点で検出

された弥生時代前期の溝の続きが検出されている。さらに、この地点でも溝底に多還の土師器を含む

古墳時代前期の区画溝1条が検出されている。古代の遺構としては、掘立柱建物力'11棟、竪穴住居靴

2基が検出されている（2004『年報10j所収)。

基幹・環境整備工事に伴う発掘調査（0411調査地点）（表1：75．80）

2004年に大学病院敷地の南西部の地点で実施された発掘調査である。発掘調査面積は関連する立会

調査も含めて970㎡である。遺構検出面は2面あり、上面では近世～近代の溝4条と柱穴群、古代の

畑ｶヒ（畝祉）が、下面では古代の溝3条、掘立柱建物吐4棟、竪穴住居ｶﾋ4基、古墳時代の竪穴住居

ｶﾋ3基が検出されている。古墳時代の竪穴住居群の検出はこの地域では初めてであり、5世紀中ごろ

の集落を示す例としてはきわめて貴重である。また古代溝は9601調査地点で検出された区画溝と同じ

構造をもっており、それらとどのような関係にあったのか、興味の持たれるところである（2005『年

報11』所収)。

基幹・環境整備工事（曳き家・移動先）に伴う発掘調査（0509調査地点）（表1：95）

2005年に大学病院敷地の南西部、0411調査地点の北側隣接地で行われた発掘調査である。発掘調査

面積は約1150㎡である。検出された遺構は、古墳時代では、5世紀前半代の竪穴住居ｶﾋ7基、5世紀

後半～6世紀の溝1条、古代では、7世紀後半～8世紀後半代の竪穴住居祉10基、8世紀後半～9世
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14号溝（図5．7）

調査区の北角から南へ延びる、断面形逆台形の溝である。幅1m、深さ50cmである。大部分直線

的であるが、北側部分はやや東方向へ湾曲している。比較的大きな破片として土師器斐片と須恵器小

壷の破片（図12：6．7）が出土した。

28号溝（図5．7）

調査区の西壁から南北方向に走る溝であり、10号．20号溝の下に重なるように位置する。幅2m、

深さ30cmあまりである。断面形はレンズ状を呈する。出土遺物としては、古代の土師器の翌、甑も

しくは篭の把手、高坪（図12:29-32)などが出土している。

31号溝（図5．7）

調査区東側南部に東西方向に走る断面形U字形の溝である。幅70cm、深さ35cmである。西側は

15号竪穴住居吐に切られており、その先は撹乱で破壊されている。走向と断面形の特徴から、9511調

査地点の55号溝に繋がるものと思われる。中間部は0314調査地点Ⅱ区で検出した6号溝に相当する。

総延長で90m以上あったものと思われるo15号竪穴住居吐との切り合いから6世紀代まで遡る可能‘性

もある。

32号溝（図5．7）

調査区北角に八手状に延びる溝状の遺構である。断面形は整形でなく、凸凹しており、自然の水力

による削平の可能'性もある。

33号溝（図5．7）

調査区南側中央部を蛇行しながら北西から南東に延びる幅60cm～1mの溝である。幅も一定せず、

水流れによる凸凹の窪みが認められる。その一つが49号ピットである。2号土坑と接合した須恵器壷

(図12:14)があり、一連の水田などの水利に係る遺構である可能性もある。2号溝からは土師器の

高坪片（図12:4)が、33号溝からは須恵器類（図12:11-13)が出土した。また、49号ピットから

は図12:23の須恵器の坪が出土した。

43．44．45号溝（図5）

調査区の南東壁にかかるように南北に走る断面逆台形の溝であり、堆積土中には粗い砂層が土層と

互層になっている。底面付近で検出しており、3つの溝と判断したが、底面形状が凸凹であるためこ

のように見えている可能性がある。調査区の土層断面図（図5上2段目E－F間、G－H間）に堆積

状況が確認できる。小片で図示していないが、鏑葉連弁の青磁碗の口縁部片が出土しており、13世紀

末以降の溝であると思われる。

＜竪穴住居杜＞

15号竪穴住居祉（図8）

調査区東側に位置する6×5.5mの長方形プランをもつ竪穴住居杜である。竃は西壁に設けられて

いた可能性が高いが、この部分は撹乱によって破壊されている。撹乱で破壊された部分の中央部に竃

の資材と思われる砂岩際が8個ほど散乱しており、これを裏付けている。中央部に硬化面が認められ、

それらを除去すると、直径40～50cm，深さ40cmほどの柱穴が4個四角に配置されていることが確認

できた。その土層断面にみる柱痕跡の直径は15～20cmほどである。住居の大きさや構造、出土遺物

(図12:8-10)などから7世紀初頭のものと思われる。

30号竪穴住居杜（図9）

調査区南端の一角で検出した竪穴住居雌と思われる縄文時代後期末の遺物の集中区である。直径4

ほどの範囲に、縄文土器片および摩石や凹み石、打製石斧の破片などが集中して出土した。明確な住
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